




 

 

 

 

 

 

 

スマートメッシュ 

施工管理要領 

 

 

 

 

 

 

 

  































○ 準備工

○ 工事目的 橋梁の走行側・追越側によって、形状や支障物等により設置位置が異なるため事前に、既製品を加工しておく。
・スマートメッシュ既製品はL=50.0mのロールであるため、施工性を考慮してL=4.1mに切断する。

本工事は、橋梁張出し部、コンクリート片の剥落を防止するために行う工事である。 ・スマートメッシュのパイプアンカー配置を印する。配置間隔は100cm以内とする。

○ 主要施工機械及び工具

○ 主要使用材料

・スマートメッシュ切り出し ・アンカー位置マーキング

・パイプアンカー組立（パイプアンカー・座金・プレート・
ゴムワッシャー）

（パイプアンカー打込み棒）

（上：2液混合用先端・下：注入樹
脂）

打込み棒 - パイプアンカー打込み
樹脂注入ガン H283PM 樹脂注入

（樹脂注入ガン）

スマートメッシュ
8*8 ASV-4000

（既製品L=50.0mW=2.1m）

パイプアンカー
（一式）

PA6-50TFM

注入樹脂

アンカーピン
削孔空隙注入材

（オールシーズン）

品　名 規　格　等 備　考

電動ドリル 100V 削孔

橋梁剥落対策用ネット工　（スマートメッシュ）　施工手順

高所作業車 BT-100程度 設置
機　械　・　工　具　名 形　式　・　能　力 使　用　工　種
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○ 施工要領

【断面図】 橋梁壁高欄側面に遮音壁や落下物防止網が設置されている場合
・支柱取付金具の外周に沿って長方形に切断し、支柱の周囲４隅をパイプアンカーで固定する。

【施工範囲】
壁高欄天端１０ｃｍ下がりを基点とし、安全性点検範囲を 【支柱加工図】 【支柱加工完了写真】
施工範囲とする

橋梁張出し部の下面に排水管が設置されている場合
・端部より排水管に向けて切り込みを入れ、排水管の形状に沿って円形に切断する。
・３０ｃｍ幅で切り込み部を覆うように切り出したスマートメッシュをパッチ貼り付けする。
・排水管の周囲４隅とパッチ貼りをパイプアンカーで固定する。配置は【排水管加工図】を参照。

【排水管加工図】 【排水管加工完了写真】

・橋軸方向及び直角方向ともに、重ね合わせは10cm以上とする。

伸縮遊間を跨いだ施工が必要な場合

・遊間のどちらか一方側をパイプアンカーで固定する。
・もう一方側のアンカー位置を削孔する。
・スマートメッシュに伸縮量を考慮した余長を持たせて、
パイプアンカーで固定する。

パイプアンカー
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排水管

切込加工 スマートメッシュパッチ貼付

10cm以上

壁高欄天端１０ｃｍ下がり

安全性点検範囲まで

ラップ長

1
0
c
m

以
上

切込加工



○ 施工フロー
エンジ統一ルール

基点アンカー位置

帯

1 2 3 4 5
1
2 ●

※２枚目以降はラップ長が確保できる位置にアンカーを設置すること
※帯から１マス空けることで横方向のラップ長は１３ｃｍとなる

アンカー位置とコンクリートかぶり

コンクリート端部から１０ｃｍ以内にアンカーを配置しない

水切り等の凸端部 伸縮端部・誘発目地端部

鉄筋に当たった不要孔の処理

注入樹脂を充填してヘラで表面仕上げする

6 樹脂注入確認マークを入れる ・マジック等を落下させないよう注意する

切
断
面

・電動ドリルを落下させないよう注意する
・削孔時のコンクリート粉が飛散する為、防護メガネ
やマスクを着用する

・ダストポンプを落下させないよう注意する
・削孔クズを丁寧に除去する

・ハンマ、打込み棒、アンカーを落下させなよう注意
する
・打込み棒の先端が折れやすいので、真っ直ぐ打込
む

・注入ガンを落下させないよう注意する
・ノズルをしっかり差し込み樹脂を十分注入する
・パイプ外へ樹脂を漏らさないように注意する

注意点等
・施工起点となるので、正確に施工範囲を決める

5 アンカーに樹脂を注入する

施工内容
施工範囲の墨出しを行う

4 アンカーで固定する

番号
1

3 ダストポンプ等で清掃する

電動ドリルにて削孔する
（ドリルφ6.5×50）

2
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性能・試験結果 

  



橋梁剥落対策「スマートメッシュ工法」の要求性能・試験結果について
R5.4.6

【前提条件】
ネットの設置高さ Ｈ≦２ｍの場合を適用
コンクリート片の落下重量 １２０ｋｇ（1m×1m×0.05m）

【要求性能】
項目 スマートメッシュ ＮＥＸＣＯ標準（黒魚網）
編み方 緯糸挿入ラッセル編 ラッセル編
ネットの網目 ８mm １０mm以下
必要強度（Ｎ／本） １４３N/本以上（14.6kg/本、30年相当の促進試験後）
耐用年数 ３０年相当

【試験結果】
項　　目 スマートメッシュ ＮＥＸＣＯ標準（黒魚網）規格

規格値（目標・参考値） 試験結果
初期引張強度 41*41kN/m 74.1*66.0kN/m ・規定しない
（添付資料①） （4,182*4,182kg/m） （7,561*6,735kg/m）

（42*42kg/本） （78*69kg/本）
耐候性試験 保持率 72％ ・保持率の規定無し
（添付資料②） (548N/本/760N/本)

ｷｾﾉﾝｱｰｸ灯光 ・30年相当試験後で
（7,600h）試験後 548N/本 143N/本以上（落下高さ2m）
引張強さ ｷｾﾉﾝｱｰｸ灯光（7,500h）相当

防炎性試験 防炎製品性能試験基準　合格 ・消防法第4-3-3基準
（添付資料③）

耐ｱﾙｶﾘ性試験 項目 縦 横 ・規定しない
（添付資料④） 初期引張強さ（N） 3,720 3,250

40時間後引張強さ（N） 3,050 3,060
保持率（％） 82 94

剥落システム ・載荷試験 ・規定しない
（添付資料⑤） （ﾈｯﾄ、ｱﾝｶｰ、ﾌﾟﾚｰﾄのｼｽﾃﾑ機能の確認）

【その他付属品】
付属品名 引張最大荷重 樹脂注入引抜試験
パイプアンカー
　PA6-50TFM
（添付資料⑥）

ゴムワッシャー
　t1.0*Φ30*6.0Φ 試験項目等は一般物性報告書による
（添付資料⑦）

プレート
　PL60×60-6Ｍ 試験項目等は材料試験成績表による
（添付資料⑧）

２液混合ｴﾎﾟｷｼ樹脂
　MSロック EP-2120 試験項目等は品質規格表による
（添付資料⑨）

【スマートメッシュについて】
　当製品は、多種多様な既製品の中から橋梁剥落対策「ネット工法」に用いる材料として、
施工性・経済性・耐久性・施工後の景観などの面で最適と思われる製品を選択し、目合い寸法・耐久性
に製造段階で改良を加え性能を向上させたものである。

―以上－

平均364kgf（3,570N）
引抜き耐力；1500N/本以上（無充填時）

平均995kgf（9,758N）
破壊状態；コンクリート破壊

↓単位合せ



橋梁剥落対策「スマートメッシュ」の性能・試験結果について R5.4.6

項　　目 規　　格 試験結果 合否判定

【スマートメッシュ：ＡＳＶ-4000】

初期引張強度等、基礎的試験成績書（資料①）

基布素材 高強力ビニロン系

表面被覆樹脂 塩ビ系樹脂

編み方 緯糸挿入ラッセル編

目合い（mm） 8×8 8.0×8.0 社内規格・合

重量（g/㎡） 280 358 社内規格・合

引張強さ（KN/m） 41×41 74.1×66.0 社内規格・合

破断伸度（％） 5×5 8.2×7.5 社内規格・合

耐候性試験（資料②）

引張強さ （N/本） 548N/本

・ｷｾﾉﾝ灯光による 7,600時間（30年相当）試験済み。 (保持率72％） 規定値なし

防炎性試験（資料③）

消防法第4-3-3基準 防炎製品性能試験 合

耐アルカリ性試験（資料④）

水酸化ナトリウム飽和溶液40時間：JIS L 1096 規定値なし

【ｽﾏｰﾄﾒｯｼｭ、ﾊﾟｲﾌﾟｱﾝｶｰ、ﾌﾟﾚｰﾄ】

載荷試験（資料⑤）

剥落ｼｽﾃﾑとしての機能 試験報告書による 規定値なし

【パイプアンカー：PA6-50TFM】

品質証明、試験成績表（資料⑥）

引抜強度 1500N/本以上 平均364kgf（3,570N) 合

せん断強度 3000N/本以上 平均1,047kgf（10,269N） 規定値なし

【ゴムワッシャー：t1.0*Φ30*6.0Φ】

一般物性報告書（資料⑦）

常態・圧縮・耐油 一般物性報告書による 社内規格・合

【プレート：PL60×60-6Ｍ】

材料試験成績表（資料⑧）

引張り、曲げ、耐久性等 材料試験成績表による 社内規格・合

【注入用エポキシ樹脂：MSロック EP-2120】

品質規格表（資料⑨）

性状・性能 品質規格表による 社内規格・合

製品名
　試験名



スマートメッシュおよび付属品の品質等証明試験結果について
R5.4.6

Ｎｏ.
品質項目

（初期引張強度・耐久性など）
試験方法
（試験名）

試験番号
（JIS　　　）

試験実施機関 試験期間　又は　提出日

①
【スマートメッシュ】
初期引張強度等、基礎的試験成績書

繊維織物の引張試験 JIS L1096
（株）クラレ
（一財）カケンテストセンター

2011/11/16

②
【スマートメッシュ】
耐候性試験

ｷｾﾉﾝｱｰｸ灯光により
7,600時間まで実施

JIS L1096 （株）クラレ
09/07/25～10/12/27
7,600時間終了

③
【スマートメッシュ】
防炎性試験

防炎製品性能
試験基準

－ （財）日本防炎協会 2009/6/12

④
【スマートメッシュ】
耐アルカリ性試験

繊維織物の引張試験 JIS L1096 （財）日本化学繊維検査協会 2009/7/16

⑤
【ｽﾏｰﾄﾒｯｼｭ、ﾊﾟｲﾌﾟｱﾝｶｰ、ﾌﾟﾚｰﾄ】
載荷試験

剥落ｼｽﾃﾑとしての機能 押抜き試験を参考 九州共立大学工学部 2009/10

⑥
【パイプアンカー】
品質証明、試験成績表

1.引張試験
2.せん断試験
3.アンカーフランジ引張試験
4.指定プレート装着引張試験

－ イ－・プランナー

1－2022/8/23
2－2015/9/10
3－2015/9/10
4－2022/8/23

⑦
【ゴムワッシャー】
一般物性報告書

常態・圧縮永久ひずみ・耐油 － イナバゴム㈱ 2017/4/20

⑧
【プレート】
材料試験成績表

性状・性能 JIS K7112他
（株）日栄商事
永興物産（株）

2021/8/2

⑨
【注入用エポキシ樹脂】
品質規格表

性状・性能 JIS A6024 KFケミカル（株）
2022/4/28
2022/12/7



 

 

 

 

 

 

 

スマートメッシュ 

試験成績書  
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スマートメッシュ 

耐候性試験  

添付資料②





 

 

 

 

 

 

 

スマートメッシュ 

防災性試験  

添付資料③









 

 

 

 

 

 

 

スマートメッシュ 

耐アルカリ性試験  

添付資料④





 

 

 

 

 

 

 

スマートメッシュ 

載荷試験  

添付資料⑤













 

 

 

 

 

 

 

スマートメッシュ付属部材 

試験成績書  



 

 

 

 

 

 

 

 

パイプアンカー  

添付資料⑥









 

 

 

 

 

 

 

 

ゴムワッシャー  

添付資料⑦





 

 

 

 

 

 

 

 

プレート  

添付資料⑧















 

 

 

 

 

 

 

 

注入樹脂 

 

添付資料⑨



ＫＦケミカル株式会社
東京都港区新橋１－１－１

　日比谷ビルディング９階

成分
主剤      (A液) ： エポキシ樹脂

硬化剤  (B液) ： ポリアミドアミン

性状
：

：

性能

標準条件

湿潤条件

 
※本品質規格表記項目の「性能」は品質保証項目で、ロット毎の試験成績表記載項目は「性状」です。

性能試験は、JIS A 6024硬質型エポキシ樹脂　高粘度系（一般用）に準拠。

以上

混合比

商品名 : MSロック　EP-2120

規格値

40以上

主剤 ： 硬化剤  =  2 ： 1 (重量比)

試験方法 硬化養生条件 測定条件

5以下

6以上

試験項目

可使時間

JIS A 6024 23℃ 7日間 23℃ N/mm
2 50以上圧縮強さ

JIS A 6024 23℃ 7日間 23℃ % 10以下引張破壊伸び

JIS A 6024 23℃ 7日間 23℃ N/mm2 15以上引張強さ

JIS A 6024 23℃ 7日間 23℃ N/mm2 3以上
接着強さ

JIS A 6024 23℃ 7日間 23℃ N/mm
2

JIS A 6024 - 30±2℃ mmスランプ性

単位

温度上昇法 - 23℃ 分

2022年4月28日

主剤 白色グリス状

硬化剤 淡黄色グリス状

品 質 規 格 表

補修用高粘度型注入エポキシ系接着剤

外　観

【注入樹脂】




